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西合志地域学校給食センターにおける施設の数及び 

献立の数について 

令和 6 年１１月 合志市学校教育課 

 令和 4 年度に、合志市の学校給食に関係する当事者（１２の各小中学校のＰＴＡ会長、

市校長会の代表、市内幼保の代表、市学校給食調理代表、県栄養教諭代表、市職員組合代

表等）から構成される『合志市学校給食施設及び運営検討委員会』において、西合志地域

の学校給食施設の今後の建替（更新）については、センター方式での建替という結論を受

けました。 

併せて、センターの施設の数、献立の数等については、市執行部に一任されています。 

 そのことを受けて、教育委員会事務局として、令和 5 年度において、施設の基本設計を

進めていきました。 

 令和 6 年度に入り、基本設計の検討内容を受けて、内部での検討を進めた経過を報告し

ます。 

  

食数の設定：最大 6,000 食 

当該センターで、提供可能な調理能力は令和 12 年度までの合志市人口推計値（推計値は

児童生徒数のみで、学校給食は教職員の食数も勘案が必要）を基にしつつ、令和 20 年度ま

でにおいて最大 6,000 食までに増加するとして設定。 

 令和 10 年度約 4,700 食で、10 年連続で毎年平均 2.3％ずつ食数が増加したと仮定して、

令和 20 年度に約 5,900 食となる。 

R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 

4,700 4,808 4,918 5,031 5,146 5,264 5,385 5,508 5,634 5,763 5,895 

 

１、 建築計画…1敷地、1施設とする。（別紙１参照） 

２、 建設予定地…合志市御代志 1801 番 1（別紙２、３参照）の 

一部、23,440 ㎡のうち約 8,000 ㎡ 

現在の土地所有者：熊本県 

現在の土地利用者：国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

                  （通称：九州沖縄農研センター） 

資料３
第1回総合教育会議
令和6年11月5日 
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３、 おおよそのスケジュール 

令和 6年度～令和 7年度始め  

センター用地の取得 

令和 7年度  

センターの実施設計 

令和 8年度～令和 9年度 

 センターの建設事業及び配送校の受入プラットフォーム工事 

令和 10 年度 

 センター操業開始 

４、 センター内の厨房機器の献立数：１献立 

1 献立と 2献立との比較表 

 

 

 

献立の前提条件 

 

 

1 献立 

   統一献立 

ご飯：6,000 食 

汁物：6,000 食 

炒め物：6,000 食 

揚物又は焼物（蒸し物） 

：6,000 食 

和え物：6,000 食 

揚物又は焼物（蒸し物）の

どちらか 1 品を調理。 

2 献立 

A 献立 B 献立 

ご飯 A：3,000 食 ご飯 B：3,000 食 

汁物 A：3,000 食 汁物 B：3,000 食 

炒め物 A：3,000 食 炒め物 B：3,000 食 

揚物：3,000 食 

 

焼物（蒸し物） 

：3,000 食 

和え物 A:3,000 食 和え物 B：3,000 食 

揚物と揚物、又は、焼き物（蒸し物）と焼物

（蒸し物）が重なる献立は設定しない。 

各項目の評価の基準 

より優位(2 点)◎ 

優位(1 点)○ 

食材調達 

 

同一食材の調達量が多くな

ると、時期・季節・天候の

外的要因の影響を受けやす

く、同規格・同量の調達に

ついて懸念がある。 

1 献立と比較すると、食材調達量が分散される

ため、同規格・同量の調達について有利な面が

ある。他方で、食材の検収・検品について、確

認品目が多くなるため、その分、異物混入※¹

のリスクの懸念がある。 

 安全性評価       〇           〇 

野 菜 類 の 下 処

理・上処理・カ

ット 

 

同一食材で処理量が多くな

るが、作業動線は単純。 

異物混入のリスク※¹は比較

すると低くできる。 

 

複数食材で各処理量は少なくなるが、作業動線

は複雑。 

複雑になる分、異物混入のリスク※¹は、1 献立

と比較すると高くなる。 

 安全性評価       ◎           〇 
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1 献立 

 

 

2 献立 

 

焼物・蒸し物調

理 

 

フライヤー、スチームコン

ベ ク シ ョ ン オ ー ブン と も

に、6,000 食の調理能力が

必要。 

フライヤー、スチームコンベクションオーブン

ともに、3,000 食の調理能力でよい。 

 コスト評価       〇           ◎ 

和え物調理 

 

1 献立に対応するため、真

空冷却機が 1 台でよい。 

2 献立に対応するための、真空冷却機が複数台

必要な場合がある。 

 コスト評価       ◎           ○ 

食物アレルギー

調理 

専用の別の調理ラインで運

用する（1 献立分必要）。 

異物混入のリスク※¹管理。 

専用の別の調理ラインで運用する（献立の立て

方にもよるが 2 献立分必要）。 

異物混入のリスク※¹管理。 

 安全性評価       ◎           ○ 

厨 房 機 器 関 係 コ ス

ト（占有面積） 

（厨房機器関係 

イニシャルコスト） 

揚物又は焼物調理レーンの

面積が 2 献立に比べて大き

く必要。（約 10.5 億円） 

揚物又は焼物調理レーンの必要面積が 1 献立と

比較して小型の機器で対応できる。 

（約 9.9 億円） 

【1 献立との差額 0.6 億円安価】 

 コスト評価           ○           ◎ 

必要調理員数と

リスク管理 

 

扱う食材の種類や作業項目が少

なくなるため 2 献立に比較する

と有利。 

（人件費ｺｽﾄ年間約 1.37 億円） 

1 献立と比較して、必要調理員数が多くなる。 

（人件費コスト年間 約 1.42 億円） 

【1 献立との差額 年間 500 万円高価】 

 

運営コスト評価       ◎           ○ 

 安全性評価       ◎           ○ 

衛生管理 調理後から喫食までの温度

管理及び時間短縮 

調理後から喫食までの温度管理及び時間短縮

（一品あたりの食数の絶対数が 2 献立の方が少

なく有利 

 安全性評価       ○           ◎ 

献立作成 

 

献立作業の作業量（2 日間

を一単位とし、2 献立の中

でローリングするので作業

量の手間は変わらない。 

 

献立作業の作業量（2 日間を一単位とし、2 献

立の中でローリングするので作業量の手間は変

わらない。 

効率性評価 ○ ○ 



 4 / 4 

 

  

1 献立 

 

 

2 献立 

 

食品事故の影響 食品事故（食中毒や異物混

入）が起こった際の被害規

模がより大きくなる可能性

がある。 

1 献立と比較して、被害規模を抑えられる対応

が可能、とはいえ 1 献立あたり 3,000 食規模で

あるので、十分、大規模なリスク管理が必要。 

 安全性評価       〇           ◎ 

厨房機器トラブ

ル発生時の臨機

応変のし易さ 

厨房機器トラブルによる緊

急対応が必要な時の対応 

厨房機器トラブルによる緊急対応が必要な時の

対応（機器が複数あるので、分散化する 2 献立

が有利、逆に発生リスクは 1 献立が有利） 

 適応力評価       ○           ◎ 

 安全性評価       ◎           〇 

各項目を考慮し

た総合評価 

◎×6 項目×2 点＝12 点 

○×7 項目×１点＝7 点 

    

◎×5 項目×2 点＝10 点 

〇×8 項目×１点＝8 点 

      

   合計１９点 合計１８点 

参考： 

九州内 

他自治体事例 

     １献立 

熊本県荒尾市 最大 6,000 食 

熊本県宇城市 最大 5,000 食 

熊本県天草市 最大 4,500 食 

         2 献立以上 

大分県別府市    最大 8,500 食（3 献立） 

長崎県諫早市（東部）最大 8,000 食（2 献立） 

宮崎県日向市    最大 5,200 食（2 献立） 

 

 

※¹ 異物混入（コンタミネーション）は、食品を生産する際に、原材料として、使用して 

いないにもかかわらず、混入してしまうこと。意図しないヒューマンエラーも含む。 

 食材調達、下処理行程、アレルギー対応の各々の行程・観点からも、重要。 

 

まとめ 

これまでも各施設から、安全・安心で安定的においしい学校給食を提供してきました。

今回、西合志地域の学校給食施設のセンター化にあたっては、１施設とし、また、 

献立数については、上記の諸条件を総合的に検討した結果、これから先も安全・安心で 

安定的においしい学校給食を提供しつづけるために、また、異物混入や食物アレルギー 

の事故件数をなくし、意図しないヒューマンエラーをなくすためにも、献立数は１つと 

し、運営上で可能な限り、手づくりの学校給食の提供を目指します。 
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定
め

る
規

則
に

従
い

市
の

負
担

で
整

備
さ

れ
て

い
る

も
の

と
す

る
。

〇〇
△

△

北
部

南
部

（
将
来
増
築
）

整
備

パ
タ

ー
ン

メ
リ

ッ
ト

デ
メ

リ
ッ

ト

上
屋
面
積

（
想
定
）

敷
地

面
積

（
想

定
）

概
算

金
額

（
税

込
）

千
円

止
め

※
概
算
金
額
内
訳
は

別
紙
「
7
.
工
事
概
算
書
」
参
照

※
Z
EB

上
N
ea
rl
yZ
EB
(7
5%
)
相
当

※
Z
EB

上
N
ea
rl
yZ
EB
(7
5%
)
相
当

『
ZE
B』

(1
00
%)

な
ら
更
に

+2
,4
00

㎡
必
要

※
Z
EB

上
N
ea
rl
yZ
EB
(7
5%
)
相
当

『
ZE
B』

(1
00
%)

な
ら
更
に

+2
,4
00

㎡
必
要

※
Z
EB

上
N
ea
rl
yZ
EB
(7
5%
)
相
当

『
ZE
B』

(1
00
%)

な
ら
更
に

+2
,4
00

㎡
必
要

評
価

8
,
0
0
0
㎡

新
築
時

：
1
1
,
0
0
0
㎡

※
新
築
時
に
増
築

S
P
の
確
保
が
必
要

3
,
8
0
0
㎡

新
築
時
：
3,
30
0
㎡

増
築
時
：
3,
10
0
㎡

合
　
計
：
6,
40
0
㎡

プ
ラ
ン

A
プ
ラ
ン

B
プ
ラ
ン

C

1
敷
地

1
施
設
（
新

築
）

2
敷
地

1
施
設
ず
つ

（
分
割
）

1
敷
地

2
施
設
（
将

来
増
築
）

図
表
：
施
設
整
備
パ
タ
ー
ン
比
較
検
討

管
理
エ
リ
ア

　
将
来
の
食
数
増
加
に
対
応
可
能
な
増

築
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
敷
地
を
取

得
。
新
築
で

3,
00
0
食
規
模
の
施
設

を
整
備
。
管
理
棟
を
ま
と
め
る
事
で

増
築
棟
と
効
率
的
な
運
用
が
可
能
。

増
築
予
定
地
を
駐
車
場
等
に
活
用
可

能
。
将
来
の
増
加
食
数
を
増
築
時
に

調
整
可
能
。
2
棟
で
運
用
す
る
事
で

食
中
毒
等
の
有
事
に
柔
軟
に
対
応
可

能
。

　
北
部
と
南
部
に
各
々
施
設
が
で
き
る

事
で
、
各
校
へ
の
給
食
配
送
時
間
お

よ
び
距
離
の
短
縮
が
可
能
。
各
地
域

の
必
要
食
数
に
応
じ
た
規
模
に
分
散

で
き
、
効
率
的
な
運
用
が
可
能
。
2

施
設
で
運
用
す
る
事
で
食
中
毒
等
の

有
事
に
柔
軟
に
対
応
可
能
。

　
将
来
の
食
数
増
加
に
地
域
差
が
生
じ

た
場
合
、
対
応
が
難
し
い
。
2
施
設

分
の
用
地
取
得
お
よ
び
上
屋
建
設
な

ど
、
初
期
投
資
の
費
用
が
過
大
と
な

る
。

　
将
来
の
食
数
増
加
に
対
応
す
る
際
、

施
設
の
整
備
（
増
築
）
に
、
か
な
り

の
期
間
を
要
す
る
。
将
来
の
増
築
ス

ペ
ー
ス
（
以
下
、
増
築

SP
）
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
必
要
と
な
る
敷

地
面
積
が
過
大
と
な
る
。

　
1
つ
の
敷
地
に

6
,0
00

食
規
模
の
施
設

を
1
棟
整
備
。
上
屋
と
敷
地
を
一
度

に
整
備
で
き
る
為
、
建
設
コ
ス
ト
削

減
お
よ
び
工
期
短
縮
が
可
能
。

　
将
来
、
6
,0
00

食
を
超
え
る
要
求
が
生

じ
た
場
合
の
対
応
が
難
し
い
。
逆
に

6
,0
00

食
を
下
回
る
時
の
運
用
は
設
備

過
大
と
な
り
、
維
持
管
理
費
用
の
負

担
が
大
き
く
な
る
。

　
3
案
中
、
最
も
安
価
か
つ
短
期
間
で

食
数
増
加
に
対
応
可
能
。

　
初
期
コ
ス
ト
は
最
も
安
価
だ
が
、
食

数
増
加
に
伴
う
全
体
の
コ
ス
ト
は
３

案
中
、
最
も
高
い
。

　
食
数
増
加
へ
の
対
応
に
地
域
差
が
生

ま
れ
や
す
く
初
期
コ
ス
ト
が

3
案
中

最
も
高
い
。給

食
セ
ン
タ
ー

3
,0
00

食
給
食
セ
ン
タ
ー

屋
外
消
火
栓
必
要

給
食
セ
ン
タ
ー

3
,0
00

食

給
食
セ
ン
タ
ー

6
,0
00

食
対
応

3
,0
00

食
給
食
セ
ン
タ
ー

3
,0
00

食

北
部
：

3
,
3
0
0
㎡

南
部
：

3
,
3
0
0
㎡

合
計
：

6
,
6
0
0
㎡

北
部
：

6
,
0
0
0
㎡

南
部
：

6
,
0
0
0
㎡

合
計
：

1
2
,
0
0
0
㎡

3,
52
6,
35
0,
40
0
円

※
概
算
金
額
内
訳
は

別
紙
「
7
.
工
事
概
算
書
」
参
照

※
Z
EB

上
N
ea
rl
yZ
EB
(7
5%
)
相
当

5,
43
5,
18
8,
70
0
円

※
概
算
金
額
内
訳
は

別
紙
「
7
.
工
事
概
算
書
」
参
照

※
Z
EB

上
N
ea
rl
yZ
EB
(7
5%
)
相
当

5,
53
5,
62
6,
40
0
円

株
式

会
社
産

紘
設

計
（
仮
称
）
西
合
志
地
域
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
基
本
設
計
業
務
委
託
（
基
本
設
計
）

234
テキストボックス

234
線

234
テキストボックス
 別紙１



（
埋
設
）

駐
輪
場

給
食
セ
ン
タ
ー

≒
3,
90
0㎡

駐
車
場

除
外

処
理
施
設

ガ
ス
施
設

受
水
槽

80
,0
00

10
0,
00
0
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テキストボックス
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敷地の東側方向
（熊本学園大学
グラウンド側）

敷地の西側方向 

敷地の北側方向
（市道：
御代志木原野線）

西合志地域学校給食センター 建設予定地 写真
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